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実存的転換の臨床心理学的考察
橋 本 朋 広
【要約】
本論の目的は、実存的転換のプロセスにおける苦悩の意味を臨床心理学的観点から考察すること
である。実存的転換 とは、危機的状況におかれた個人が、それまでとは異なる世界観 ・価値観を獲
得することによって危機を乗 り越えることである。実存的転換のプロセスにおいて特に重要なのは、
苦悩を取 り除かれるべ き不幸として見る視点が転換されることである。.苦悩の体験を通過すること
によって、人は死すべ き運命を背負った人間の限界を認識し、成長や発展を過大評価する英雄主義
を相対化する。そして、人間の限界を超えた運命的な力が感 じられることで、世界は単に自己中心
的 ・世俗的関心から眺められるのではなく、その根源に神や霊や生命が息づくコスモスとして認識
されるのである。実存的転換の例として、難病患者の障害受容とイニシエーション過程における変
容が取り上げられる。
1.危機における実存的転換
危機とは、これまで自分に役立ってきていた対処機制を用いることによっては容易に解決でき
ない問題に直面 している状況であ り、そこで人は著 しい緊張 と不安に襲われ、情緒的に動転 し、
自分では問題解決に取 り組めないような無力感を感 じてしまう(A…副ela&MessicM974、訳書
1986)。言い換えれば、人は危機において、それまでの自らの生き方を転換するよう求め られて
いるのであ り、「癒される」とは、その転換がなされるということである。従って、心に傷を負
った人々の癒 しに関わる心理療法家にとって、危機における生き方の転換がどのようになされる
かを知ることは非常に重要である。特に、限界状況 とも言うべ き深刻な危機において根本的な生
き方の転換(実 存的転換)を 成 し遂げた事例は、我々に 「癒 し」の根源的契機を教えてくれると
思われる。以下では、難病患者の障害受容研究とイニシエーション過程の研究を概観 し、実存的
転換のプロセスを考察 したい。
2.難病患者の障害受容
神谷(1990)によれば、難病を受容 して生きる人々では、その心の構造が変化 している。彼 ら
の心は 「社会化」「歴史化」「精神化」 されている。社会化 とは自分は人類の一員であるという意
識を持つことであり、歴史化とは自分の生が歴史の小 さな一翼を担っているという意識を持つこ
とであり、精神化 とは認識 ・思索 ・審 美 ・創造など現世的価値を越えたものを志向 し、そこに精
神の自由を見い出すことである。
Wゴ9ht(1960)は、障害の受容における価値変化について、「価値範囲の拡大」「障害の波及効
果抑制」「身体の価値下げ」「比較価値から本質価値への変容」の四側面を指摘 している。障害の
波及効果抑制とは、一部の身体機能の喪失にこだわる余 り、それを人格的価値の低下に結びつけ
34 橋 本 朋 広
る考え方を抑制することである。比較価値とは、その基準が他者 との比較にあるような外在的価
値であり、本質価値 とは、その基準が本人に固有な内在的 ・人格的価値である。Whξhtによれば、
障害の受容 とは比較価値から本質価値への変容であり、そのプロセスは価値範囲の拡大 ・身体の
価値下げ ・障害の波及効果の抑制などが相互に影響しなが ら展開する。
神谷が述べているのは価値領域の拡大であるが、「社会化」「歴史化」「精神化」のいずれにお
いても重要なのは、それが 「自我を越えたものに対する畏怖」 と 「それに対する自我の従属」を
本質的特徴 としていることである。Whghtの研究 も、障害受容においては身体的障害をより大 き
な本質的価値に従属 させることが重要であることを示している。このことは、筆者(1997)の難
病(筋萎縮性側索硬化症)患者の障害受容研究でも明らかになった。
〔事例〕Aさ ん 女性41才
23才出産直後 に声が出ないなどの症状が現れる。次第に病気が進行する中、4年後の27才の時
に告知を受ける。夫、母、長男と暮らす。病気をして7年 間、彼女は孤立 し、自分 じゃないよう
に感じたと言う。うまく話せず、容姿が衰え、他者からの奇異の目に晒 される。それらは20代の
彼女の胸の中を劣等感で一杯にし、彼女はその苦痛を避けるため 「心を閉ざした」のである(他
者との隔絶感)。しか し、子供を育てなければならない という 「絶対的責任」が、その時期のA
さんを支えたようである。「子育ては、自分育てとも言われますが、私も心の中で泥んこになり
ながら、一緒に成長 してきたのだと思う」と彼女は言う。彼女は子育ての中でゆっくり自分を回
復 していった(家族の中での心理的役割の確保)。
そして、子供が成長 し、手が掛からなくなると、Aさんの心にも自分を振 り返る余裕が生まれ
る。彼女は他者の視線や振る舞いに傷つ きながら、次第に他者の評価を当てにし、人を外見で評
価する自分こそが劣等感を生み出しているという苦の悪循環を認識 し、その価値軸で自分を評価
することから距離を取る(欲望のもたらす苦の認識)。
こうして、彼女は人間的欲望の営みが本質的に持っている苦を認識 し、その外にあるものに目
を向ける。彼女は自分の人生に光と闇を同時にもたらした自然 というものに人間的欲望の計 らい
を越えた超越的な力 を感 じ、自分をそこから生み出されたものと見なすのである(生命に対する
畏怖 ・自己の被造物性の認識)。Aさんは自分 を 「田の畦 に咲 くレンゲ草」 と呼ぶ。そこには、
一生命 としての自分がいる。「すべての生物を生物たらしめている原動力には、必ず何か一つの
使命、義務が与えられ、生を授かっている」と言 うように、Aさ んは小 さな生命として世界に存
在する自分を認識する(生命の存在原理の認識)と 同時に、この生命か ら生まれてきたという事
実に自らを根拠づけようとする。彼女は自分の使命 を探 したい と言うが、それが見つかることよ
り、それを求めるということが大切だと言 う。自分は生命 として何 らかの根拠に支えられている
という感覚、それこそが苦悩の中に自己を見い出す支えになるのである(生命として自己が根拠
づけられる感覚)。
Aさんの事例から分かるように、欲望という闇がもたらす苦を認識することによって、彼女は
人生に光と闇をもたらす、その根源的力としての生命に出会う。それは、圧倒的力を持ったヌウ
メン的なもの(Otto1917、訳書1995)との出会いであ り、彼女に自己の被造物性 を認識 させた。
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そして、彼女の存在は生命原理に従う生命の一員として根拠づけられるのである。ここで、彼女
の癒 しの最 も重要な要素は、彼女が苦悩を自らの欲望が生む幻想として自覚的に捉え直したこと
である。つまり、彼女は初め病気や障害者に対する差別に囚われ苦しんでいたが、そこに他者か
らの評価を気にする自己愛欲求が入 り込んでいることを洞察 し、その欲求から自由になろうと決
意することで苦悩に対する態度変更を可能にし、苦悩に対する自由性を獲得 したのである。
3.イニシエー ション過程における変容
一般に 「トランス状態になって霊的存在 と交流し、その過程で予言、占い、治療行為などを行
う宗教的職能者」(松岡1995、p.148)をシャーマンと呼ぶ。日本で良 く知 られているシャーマン
としては、東北地方の 「イタコ」、沖縄の 「ユタ」などがあり、また多 くの新宗教の創始者たち
もシャーマン的特徴を備えている(天理教3大本教など)。
シャーマンになるには、大 きく2つのタイプがある。一つは、原因不明の病気や度重なる災難
といった出来事を通 してシャーマンになるタイプであり、それらの苦難は神や先祖霊から選ばれ
たしるしとして解釈されることが多い。二つ目は、自分から修行 して霊的な力を身につけるもの
である。
前者 「召命型」シャーマンが経験する苦難 としては、離婚 ・性的不合 ・家族間の争いなど人間
関係における葛藤、幻覚 ・幻聴などを伴った腹痛 ・頭痛などの身体的異常があり、それらが複合
的に生起 している。沖縄のユタ研究によれば、ユタは幼少からの複雑な人間関係を背景に成人し、
家族間葛藤や身体異常に見舞われ、超自然的 ・聖的な幻覚 ・幻聴を伴う心身異常 「カミダーリィ」
を経験する。カミダーリィにおいてユタは、夢で毎 日のように神霊や祖霊に儀礼的行為を命 じら
れたり、実行 しないと激痛に襲われたりと、徹底的な他動的 ・不可避的苦悩を経験する。多 くの
ユタは、初めユタになることを拒んだまま、聖なる苦悩から逃れようと抵抗するが、それが近代
医学の治療対象にならないこと、先輩ユタにカミダーリィ現象 と診断されること、聖なる儀礼 を
執り行うことでカミダーリィが消失することなどを通 し、神霊や祖霊に従う決意をし、先輩ユ タ
のもとでの修行に入るのである。
〔事例〕
那覇のユ タ的人物(正 式なユ タではないが、ユタ的活動 をしている人)且 さん(女性 ・57歳)
は、事業を手広 く行い成功 した夫と子供達(男 三人 ・女一人)と 幸福に暮 らしていたが、40歳半
ばの時に自ら相互扶助的金融組織に手を出して失敗 し、財産の大部分を失った。姑や夫 との関係
が悪 くなった彼女は、救いを求めて宗教団体S会 に入信 し、夢中で宗教活動に打ち込んだ。その
ため、家のことは疎かになり、家族関係は一層悪くなった。金融に失敗 した時、周囲の人々はユ
タに行 くことを進めたが、彼女はそれを逡巡していたということである。一年ほどで彼女はS会
の 方針に疑問を抱 き脱会している。程なく彼女は体の変調を感 じ、極度の不安状態に陥った。体
がだるく、アパシー状態にな駅 寝ていると深い穴に ドスンと陥るような、じわじわと引きず り
込まれるような気が して落ち着いていられないようになった(カ ミダーリィ)。この頃の彼女は、
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豪華な冠をつけ金欄の衣装 をまとった男性(祖霊イメージ)に書物を与えられる夢、天皇や皇后
に仕える夢、自分が死んで湯灌されている夢などを見ている。また、祖霊が取 り愚いて体がふる
えることもあ り、その時は塩をなめて、どうか離れて下さいと祈ったらしい。そのような中、つ
いに彼女はユタを尋ねたが、全てのユタに先祖の世話をしなければならないと言われ、神社や御
獄を巡拝 し先祖供養すると、不思議にも病状は好転 した。彼女は自分の境遇を、「自分が事業に
失敗 したり病気になったのは、先祖の頼みごとを無視 したことにたいする先祖の警告であった」
と受けとめている。(佐々 木1994、pp.42-45より要約)
金融に失敗する以前の彼女の幸福は、社会的な意味方向としては上昇の方向である。この時期
における彼女が、自らの故郷 ・伝統 といった大地性を十分意識 して生きていたか、それは明確で
はないが、金融組織に手を出 したこと、ユタへの逡巡、S会への入信 という出来事の系列を見る
と、彼女の生の方向性が俗的な上昇であり、自らの大地性が疎かにされていると見ることができ
る。それに反 して、カミダーリィの意味方向は、大地への引きず り込み、伝統の継承に見られる
ように大地への下降の方向であ り、また自我の死や天皇への奉仕などは、聖なるものへの屈服 と
いったテーマを示していると思われる。以上から、俗的な上昇へ駆 り立てられていた彼女におい
て拒絶 されていたのは、自己を死の必然性を背負った存在、伝統に基礎づけられた存在 として認
識することであ り、聖なるものに奉仕 しようとする帰依の精神であった。シャーマンは、俗的存
在 としての自己の限界を徹底的に認識 させ られ、限界を超えた聖なる存在に仕えることで、自ら
の生に聖性 を見いだす。EHade(1958、訳書1993)は、主にシベ リアのシャーマン研究 を通 して、
入巫儀礼の重要な要素 として次の五点をあげている。肉体の責苦 と解体、肉を剥 ぎ取 り骸骨 に還
元 されること、内臓の取 り替えと血の更新、冥界において死んだシャーマンの魂や魔から教育さ
れること、天上神か ら聖別をうけるために天上界へ上昇すること。これらが示す ように、シャー
マンは聖なる力によって俗なる存在様式を徹底的に解体され、生命の根源に立ち返 り、聖なる存
在 と交流 し、聖なるものへの奉仕者として訓練されることで、自らの生の聖性に目覚めたものと
なるのである。
この入巫儀i礼の要素は、伝統社会における成人式にも見 られる(Ehade、前掲書)。先ず少年は、
それまでの俗的な母なる世界から超人間的存在によって強制的に分離 させられる。闇夜に神や魔
物の声が響 き(ブル ・ローラーなどの音)、少年は突如 として連れ去 られ、村人には少年は神や
怪物によって殺 され、再び生 き返させられると告げられる。少年達は森の奥深 くに隔離され、小
屋 に閉じこめられ、眠ることを禁 じられ、体に傷 をつけられ、仮面 を付けた悪魔のような存在に
出会い、圧倒的な苦痛 と恐怖の中におかれる。そして、少年は苦痛と恐怖の直中で圧倒的な力を
持つ超人間的存在に出会い、神や先祖に関する神話を教えられ、圧倒的な力を持つ存在の聖性を
体験す る。彼 らは、その存在の神秘を他言することを禁じられ、聖なるものの秘儀を通過 したも
のとして聖性に目覚めた存在 となるのである。成女式では少 し事情が異なる。少女は初潮が訪れ
ると隔離され、村の老女などから女性の領域に関する知恵 を学ぶ。ここで、少女たちに語られる
知恵は、身体の自然性に即して語 られ、自然の運行に従うことを中心としている。この隔離の期
間、少女は様々なタブーを課せ られ、例えば、女性が月と関連づけられ太陽を見ることを禁 じら
れたり、地面に触れては行けないと言われハンモ ックで寝たり、食物の制限を課せられたりする。
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少女は自然という、それ自体神秘的な存在の運行に従 って生きる態度 を身につけるのである。こ
こでは、周期的に力強 く回帰 してくる豊饒の力こそが聖なるものであり、女性は自らの内にある
圧倒的な力の聖性に目覚め、それに従うことで自らの生に聖なる意味を見いだすのである。
以上から分かるように、人間は、圧倒的な力をもって苦悩その他の不可避な出来事をもたらす
存在に目覚め、それに従う時に、圧倒され翻弄される卑小な自己の生に聖性を見いだすのである。
これこそ、イニシエーションの秘儀なのである。
4.実存的転換のプロセスと心理療法
難病患者の障害受容とイニシエーション過程の研究を通して、圧倒的苦悩の中で人はどの様に
癒され、主体性 を回復するかが見えてくる。
(1)不治の難病、異常な精神症状などの体験によって、主体は全 く圧倒 されそうになる。主体は
初め、圧倒的な異常体験に抵抗 し、苦難それ自体に働 きかけようとする。病気を治そうとし、異
常体験を打ち消そうとする。それらは、圧倒的な力で自らを展開しようとする運命への抵抗であ
り、主体が打ち消され、飲み込まれることへの抵抗であると言える。ここでの主体は、秩序 を守
り、独立性 ・分離性 を持 った自分を維持 しようとしているわけだが、それは自我の働 きである。
しか し、その努力は悉 く打ち破られ、主体は自分が全 くこの世を越えた力に支配されているとい
う意識、酷 く無力なものであるという意識を持つに至る。ここで重要なのは、日常の秩序を破壊
する力、主体を呑込もうとする力によって、自我の働 きが徹底的に無力化され、それが相対化さ
れてしまうことである。
(2)次に徹底的に自我の働きが無力化されると、主体は苦難への恐れや挫折から空虚な状態に陥
り、他者から孤立 し、混沌の中へ埋もれてしまう。ここで重要なのは、この混沌を包み込む容器
である。つまり、難病患者Aさ んの事例では、抑欝状態に陥った時、彼女は家の中に閉じこもり、
ただ子供 とだけ向かい合っていたのだが、その生活空間をじっと支えた家族の努力は無視できな
い。イニシエーション過程でも、先祖供養のため神社や御獄への巡拝はある種の籠 りであったろ
うし、身体的苦痛の中で神話を聞かされ続けることも籠 りの体験 と見なせるであろう。混沌を閉
じこめた容器によってエネルギーの反乱は防がれ、主体は完全な破滅から守 られつつ、混沌のう
ね りの中で残 り続ける中心のような感覚が保たれる。これは創生神話の中心の発生 と同様な現象
である。おそ らく、圧倒的な苦悩の中で一つの行に集中することが中心の感覚を生み出すのであ
ろう。分裂病の危機i克服過程をJung心理学の立場から研究 した織田(1994)も、治癒過程におけ
る中心の重要性について指摘 している。彼によれば、中心の成立こそ、意識と無意識の分化の出
発点である。つまり、中心の成立によって徐々に人は圧倒的な混沌に距離を取れるようになって
くるのである。そして、この感覚が生まれてくると、それまで圧倒的に迫っていた苦難に向き合
う主体の力が回復 し、圧倒的運命 に自我を越えた聖性が感 じられるようになり、主体は意図的な
活動から運命的な活動に自らを投げ入れるようになる。それは、子育てであったり、先祖供養で
あったり様々であるが、最 も重要なのは 「したいことをする」ことではなく、「それをするしか
ないこと」「それをするように命 じられたこと」に打ち込むことである。主体は独立性 ・分離性
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への固執から抜けだし、圧倒的で聖なる力に身を任せて融合する受動的な主体性を身につけるの
である。人生の転機(幡i恒on)に関するワークショップを行っているBddges(1980、訳書1994)
も、人生の転機のプロセスを 「終わり(それまでの生 き方が終わること)」「ニュー トラル ・ゾー
ン」「始まり(新 しい生き方が始まること)」に分け、ニュー トラル ・ゾーンの重要性を述べてい
る。つまり、ニュー トラル ・ゾーンにおいて人は深刻 な空虚感に陥るが、逆に日常的な生活から
引きこもり内向することで、日常的意識とは違った感覚を鋭 くし、イメージを象徴的に体験する
ことができ'るようになる。空虚の中で受動的に生きる能力は、危機の転換に欠かせないもの と言
えよう。
(3にの運命的活動への没頭 によって、徐々に彼 らの日常世界は豊かな展開をはじめ、それまで
とは違った世界の見え方が可能になる。難病患者のAさ んは、苦行のような子育てへの没頭の中
で生命の限 りない力を再認識し、自我の卑小さを認識し、イニシエーション儀礼においては、神
話の展開に従って圧倒的な脅威や解体の執行者が創造神 として立ち現れるようになる。それまで
否定的に見られていたものの中に肯定的な意味が見え出すようになり、悪は善への展開を秘めた
可能性 として、弱さの認識は強さに対する強迫からの解放として、不自由な身体は選択可能性の
意識を鋭敏にするきっかけとして見えてくるのである。彼 らは、対立物の弁証法、二律背反の弁
証法的認識を身につけることで、自我の独立性 ・分離性への固執から解放され、自我の恥 」・な俗
性を越えた力に能動的に従属する姿勢を獲得 し、そこに聖なる存在可能性を見いだす。彼 らの生
は聖なるものによって根拠づけられるのである。
苦悩の実存的転換の研究は、心理療法に対する重要な示唆を与えてくれる。それは、「混沌た
る苦悩の容器」「聖なる力への能動的屈従」 という視点である。
混沌たる苦悩の容器とは、Jung(1958、訳書1996)が錬金術研究において明らかにしたように、
そこで対立物の結合がなされる場であるが、変容の途上においては密閉された容器の中での 「腐
敗」「黒化」の過程が不可欠である。具体的に言えば、クライエントの無意識に潜む悲 しみや憎
しみの破壊的エネルギーに晒され、傷つけられながらも、なおクライエントと共に揺るがずに無
意識の根源を見つめ続けようとするセラピス トの姿勢は、それ自体悲しみや憎 しみを入れ込む容
器であり、また同時にセラピス トのそのような姿勢に接することでクライエ ント自身その憎 しみ
や悲 しみを自らの人生 という容器の中に入れ込み、なお崩壊 しない主体性を身につけるのである。
密閉された容器の中でじっくりと怒 りや悲しみが凝固 してゆくことによって、その破壊的エネル
ギーは味わい深い聖なる食物へ変容するのである。境界例の治療において患者は自ら持ちきれな
い悲しみや怒 りを吐き出して くるが、セラピス トがその怒 りや悲しみに傷つきながら、安易に自
分の傷つきを吐き出そうとせず、それを自ら抱えながらクライエントに関わることで、クライエ
ントは自らの吐き出した怒りや悲 しみを再び抱える勇気を得るのである(渡辺、1988)。「先生は
死の話をしても逃げなかった」というクライエントの言葉は、容器 としての治療者を示している
し、何 よりもクライエントの心に死の恐怖を入れ込む容器が生 まれたことを示 している。ユ ング
派分析家の織田(1993、p.261)は、「比較的任意の分裂 した治療者の心の一部が、病者とほとん
ど同一の変容過程、そこにはしばしば死 と再生の体験をともなうが、そのような変容過程を含む
世界を生き抜 くこと」を 「変容的逆転移」と呼ぶが、セラピス トが容器であろうとすることは自
ら内的に死 と再生を体験 するということなのである。
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治療技法的には、苦悩から逃れようとして悪循環を繰 り返 しているクライエントに、苦悩が抱
えられるよう、その悪循環が見えるようにすることが大切で、それは苦悩の真 っ直中で足元を固
めようとすることである。神田橋(1991)は、これを 「眺め ・語る二等辺三角形の関係」と表現
する。これに対するのは、クライエントの吐き出す苦悩をセラピス トが取 り除 くという 「やる ・
とるの二者関係」(神田橋、1991)であり、これは結局治療者が容器 となる苦痛に耐えきれず丸
その苦痛を吐き出していることである。「眺め ・語る二等辺三角形の関係」を形成 してゆ くため
には、先ずセラピス トがクライエントとの関係における自らの傷つきを生き抜き、その直中で傷
つきを見つめ、その傷つきを生じさせてくる関係そのものの構造を読み取 り、その構造 における
クライエン トの体験構造 を推測し、それを伝達 してゆくことが大切になって くる。例えば、や
る ・とるの二者関係が成立 している場合、クライエントの苦痛を取 り除いているのは二者関係自
体だから、クライエントは一人になった時の不安 を抱えきれず、その苦 しみから逃れようとして
「苦 しみを感 じている自分」 を打ち消そうとする。やる ・とるの二者関係に入 り込んでいるセラ
ピス トは、ここで 「自分はクライエントに安心を与えることができなかった」 という無力感を体
験する。 しかし、この無力感は 「クライエントが苦痛を訴え、セラピス トがそれを取る」という
関係構造 を基盤にしお り、それは 「苦痛を取 り除 く関係を維持できなかったセラピス トの悲しみ」
である。この関係はクライエントに他者に苦痛を取 り除いてもらう態度を維持させ るため、クラ
イエントは一人になった時の苦痛のやり場を失い、苦痛を感 じ、そして 「苦 しみを感じている自
分」を打ち消そうという行動化に出る。ここで、もしクライエントに 「苦 しくなると自分の苦痛
を誰かに取 ってほしくな り、それが適わないと苦 しみを感 じている自分を消 したくなる」 という
体験構造 が見えてお り、しかもその体験構造の由来まで探 られているなら、クライエントは自分
の苦 しい感 じを抱えやす くなると思われる。
聖なる力への能動的屈従の視点は、セラピス トに苦悩に対する敬意を生み出す。セラピス トに
なりたいと思う人は、人を助けたい と思う気持ちもまた強 く、従って、往々にして苦悩する人を
安心 させたいという気持ちに駆 られて、人に関わってしまう。 この気持ちが安直な方向に働 くと、
クライエントと一緒になって苦悩そのものを取 り除けるかのような幻想に取 り込 まれて しまう。
そして、同情に満ちた態度で 「私がいるから安心 して」というようなメッセージを無意識にクラ
イエントに伝えてしまい、こうなるとクライエントがセラピス トといる時は安心で きるが、一人
になると自殺行為を繰 り返したり、セラピス トに強追的に電話 をしてきたりする。 もちろん、こ
のようなメッセージが無意味なのではない。大切なのは、一時は二人がいれば苦悩の地獄から逃
れられるという共同幻想が治癒的に働 くにせよ、セラピス トはクライエントが苦悩を抱えていら
れるようになる方向を見ている必要があるということである。苦悩は取 り除けるのではく、死の
恐怖や孤立する恐怖 ・満たされない空虚感などは人生に不可避につ きまとうものであり、それを
抱えて生 きようとする方向をセラピス トは見つめることが大切ではないだろうか。難病患者やシ
ャーマンたちが聖なるものに目覚めた存在として生命の根源を見ることができたのは、まさに苦
悩のもたらした恩恵だとすると、他者から苦悩を取 り去ろうとすることは、その人の存在を可能
にしている生命への冒涜になるのではないだろうか。 もっとも、心理療法はつねに二律背反状況
の中で展開されるものであるから、結局人を安心 させたいという幻想 もまた二人の出会いが作 り
出す必然性を帯びているのかもしれない。セラピス トの治療観や治療技法も出会いの前では、卑
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小な自我のあがきかもしれない。加藤(1996)は治療的出会いの場が自ずから患者と治療者を癒
してゆ く、その根源的自律性を 「寂体」 と呼んでいるが、我々心理臨床家は、その寂体のうね り
にひたす ら謙虚に歩み寄ろうとするだけである。
5.構造 と実存①
危機 における実存的転換は、状況と個人との密接 な関係を明確に示してくれる。危機 とは個人
の側から見れば、自我を越えた運命が圧倒的な力によって展開 しようとしている状況であって、
その展開は個人の意志の及ばない運命それ自体の構造に基づいて動いている。つまり、個人が病
気になると、その個人を取り巻 く社会的 ・家族的状況の構造は自ずと変化する。そして、病気に
伴って個人が苦悩を体験したり、病気克服の努力をした りするのは、単にその個人の自我の働 き
如何によるのでなく、状況の構造の力動に無意識に規定されている。難病患者を孤立に追い込む
力は、労働 と生産を重視する社会 ・文化的価値観であるし、シャーマンを生み出す力は、ある種
の精神病を神の言葉として理解 しようとする伝統文化の存在である。更に言うならば、病気 とい
う出来事 自体、個人が生きている生態学的状況の構造から生 じてきた一つの現象 と言えるかもし
れない。未だその理由は明らかでないものの、ALSは以荊ある限定された地域に頻繁に発生 した
病であったし、カミダーリは周囲の人間関係 との縫れを背景 としている。構造主義が示したよう
に、状況における個人の行動は、状況を構造的に規定している歴史的 ・文化的コンテキス トに規
定されているのであり、状況の構造による無意識的な規定が、現象的には 「自分ではどうしよう
もない」 という感 じを個人に与える。
しか し、危機の状況において苦悩を感じているのは、まさに個人である。その苦悩は、自分が
世界から断絶 してしまうかもしれないという怯え、自己の自己性が崩壊 してしまうかもしれない
という怯 えである。つまり、自らの構造に従って展開しようとする世界に対 して、一方では自己
の自己性の崩壊に怯えつつ、世界 との関係 を何 とか成立させ ようとしている個人が存在している。
しか し、状況の構造的変化によって、それまで成立 してきた個人 と世界の関係は維持できなくな
ってお り、その関係の断絶が個人の意識に自己の自己性の崩壊 として現れているのである。つま
り、個人は世界 との間につねに緊密で有機的な関係を成立させているのであり、逆に言えば、個
人の個体としての統一は世界 との緊密な関係の上に成 り立っていることになる。自己の自己性や
主体性の感覚は、この世界と個人 との間の有機的関係が個人の意識に現れたものということにな
ろう(木村1990)。詩人の直観が適切 に表すように、「わたくしといふ現象は、有機交流電燈の、
ひとつの青い照明」(宮沢賢治1995「春と修羅』「序」 より)なのである。このように考えると、
危機において、個人は状況の構造的変化に無意識的に規定されなが らも、世界 との新たな関わり
方を見出そうとしていることが分かる。逆 に言えば、個人は、状況の構造の絶え間ない変化に直
面し、その断絶の中で世界との新たな関わ り方を発見することで、同一性を獲得 しているのであ
る。危機における実存的転換 とは、状況の構造と個人の実存の弁証法から生 じてくるのである。
おそらく危機において、状況の構造的変化は初め圧倒的な力を持った運命 として個人の意識に現
れるが、そこに個人の実存的決断が入 り込み、構造 と実存の弁証法的緊張関係生じることで、そ
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の圧倒的な力は個人の意識に聖なる力として現れるようになるのではないだろうか。Jung心理学
で言 う 「コンステレーション(oonste踊on)」とは、この構造 と実存の弁証法的関係のことを示
す と思われる。そして、元型的イメージとは、まさにこのコンステレーションそれ自体から生じ
てくるイメージであ り、夢において展開しているのは、このイメージなのではないだろうか。
我々は、客体化 ・均質化された物質に結びついた日常的 ・表層的意識の世界を生きていると同
時に、構造 と実存との弁証法的関係から生 じてくる非 日常的 ・深層的意識の世界を生 きている。
前者は、現代においては主客二元論を基礎 として成立 した科学的世界観であ り、そこでは物質的
現実が強力な力を持ち、神々は排除され、神や霊の登場するファンタジーは単なる空想とされて
しまう。我々は、ともすればこの世界観に従い、物質的幸福や社会的適応のみに心を傾け、自ら
の人生を何気なく生 きて しまいがちである。その場合、人は押 し付けがましい客観性 ・合理性に
盲目に従うばかりで、日常だけが現実になり、毎夜深みか ら生 じてくる夢は無意味な空想として
切 り捨てられ、人生は快楽と苛立ちが頻繁に点滅する虚 しいものとなる。後者においては、病は
単なる医学の対象でなく巨大な悪魔や先祖の恨みとして現れ、大人になることは単なる会社員に
なることでなく戦場の英雄や未知の世界へ旅立つ冒険家になることとして現れる。後者の世界を
意識的に生きることで、人生はかけがいのない意味深いものとなり、自分を取 り囲む世界は聖な
る時間と空間に満たされたものになるのである。心理療法家は、クライエン トと共に彼のファン
タジーを共有し、この科学的世界観が強い影響力を持つ世界の中で、個人の深層の世界が現実化
するのを援助 しようとするのである。
〈注 〉
(1)本節は、危機と主体に関する木村(1990)の考察を基礎に、構造と実存の弁証法的関係をより臨床心理学的観
点から見直している。
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Aclinicalpsychologicalstudyofexistentialconversion
Tomohhて)HASHMOTO
Thepurposeofthispaperistodiscussthemeaningofsuff6ringintheprocessofex童stendalconver-
sion,f}omtheviewpointofclinicalpsychology.Existentialconversionisthatfacingacrisis,aman.
getsthroughitbyconvers血ghisviewoftheworldandkissenseofvalues.In出eprocessofexisten-
tialconversion,itisveryimportantthattkeviewpointisconvergedffomwhichsuffbringisregarded
asthorougLunhappinessandconsideredthatitmustbegottenridofByexperiencinggreatsuffbring,
themor重alityandlhelimitofhumanbeingarerecogn童zed,.andheroismwhichoverestimategrowth
鋤ddeveloplnentisrelativ孟sed.Andf6elingthepowerbeyondmortalken,amannotonlyhasaego-
centricandwordlyinterestinthisworldbutalsocomestoregarditasIhecosmoswhere山ereare
gods,spiritsandsoon.Twocases,acceptanceofdisabilityofincurablediseaseandtransfbmlationin
㎞itiationprocess,arediscussedasexamples.ofexistentialconversion.
